
令和４年２月（2022 年） 札幌市教育委員会 

定山渓地区に設置する義務教育学校（小中一貫校）の考え方について 

 札幌市では、全市立小中学校で小中一貫した教育を進めることとしており、今回、札幌

市における小中一貫した教育の更なる推進を目指して、全市のモデル校として、定山渓小

学校と定山渓中学校を令和７年度から以下の考え方で、施設一体型の義務教育学校（小中

一貫校）に改編することを予定しております。 
 

１ 札幌市における小中一貫した教育の目的 
 

  

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇒ これらの取組を全市で推進するためのモデル校として定山渓地区に「義務教

育学校（小中一貫校）」を設置します！ 

 

★ 小中一貫した教育で期待されること（H29 文部科学省調査抜粋） 

 

※ 249 市区町村の回答 
 

⇒全国調査では小中一貫した教育を実施することで、 

学習面、学校生活面、教員の連携、地域・保護者との協働関係 

に成果があると言われています。 
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地域との協働関係が強化された

小中学校の教職員間で互いの良さを取り入れ
る意識が高まった

子どもが落ち着いた

授業が理解できると答える児童生徒が増えた

小中一貫教育の成果（大きな成果が認められる、成果が認められるの合計）

「自立した札幌人」の育成に向け、義務教育段階において、 

「知・徳・体の調和のとれた育ち」の一層の充実を図る 
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札幌市の小中一貫した教育推進の視点 
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２ 義務教育学校とは 

 

 〇 義務教育９年間の教育を一貫して行う学校です。 

 〇 2016 年から制度化され、当時は全国で 22 校でしたが、2021 年には 151 校と

増えてきております。 

 〇 校舎一体で一つの学校として運営する義務教育学校は、小中一貫した教育を最も効

果的に実施できる形と考えており、更に成果を挙げることが期待されます。 

  

 ⇒ 定山渓地区の義務教育学校での実践をモデルとして、札幌市全体の小中一貫

した教育を推進していきます！ 

 

 

３ 定山渓地区の義務教育学校で実現したいこと 

 

★  札幌市が設置する義務教育学校のメリット 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】札幌市教育委員会学校教育部教育推進課 電話 211-3851 担当：柴垣 
 

 

〇 ９年間の学びを柔軟にデザインできる（小学校６年、中学校３年に捕らわれない） 

〇 児童生徒一人一人を９年間見守ることができる 

〇 ひとつの教職員組織で一体となった運営がしやすい 

〇 家庭や地域と９年間安定した関わりをもちやすい 

一つの学校として設置することから 

 

〇 児童生徒の幅広い異年齢交流が日常的にできる 

〇 小中教員が過度な労力なしに連携でき、様々なメリットを生かしやすい 

一つの校舎で設置することから 

定山渓地区の義務教育学校においては、上記メリットを生かすことができる、今後の

札幌市の義務教育学校が目指すべき姿を示すような学校を実現したいと考えていま

す！ 


